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ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
家 

古
久
保
憲の
り
み
つ満
さ
ん
。

　
自
分
ら
し
く
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
。

彩り豊かな古久保さんの作品。
自宅などに大切に保管されています。

※ 

伝
統
や
流
行
、
教
育
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
内
面
か
ら
湧
き
上
が
る
衝
動
の
ま
ま
に
表
現
す
る
芸
術

※

「絵は体の一部です。気持ちの整理をつけて、

 　今後はさらに大きい作品を描き、世界を広げたいですね。」

「自慢の息子です。」と笑顔で話すご両親 総理官邸で開催された「安倍総理と障害者
のつどい」での古久保さん（右から2人目）

　

― 

無
心
。
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う

に
ペ
ン
が
動
く
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
い
、

細
か
い
四
角
や
縦
横
の
線
を
一
つ
一
つ

描
い
て
い
く
。
近
未
来
の
街
や
、
開
発
中

の
街
が
形
ど
ら
れ
る
。
色
鉛
筆
で
鮮
や
か

に
色
づ
け
ら
れ
、
今
に
も
動
き
出
し
そ
う

な
唯
一
無
二
の
街
が
現
れ
る
。
―

　
「
全
体
の
設
計
図
は
頭
に
浮
か
び
ま

す
。
実
際
見
た
風
景
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
た
景
色
が
湧
き
出
て
き
ま
す
。」
雄

弁
に
話
し
て
く
れ
る
古
久
保
憲
満
さ
ん

（
中
野
町
）。
古
久
保
さ
ん
の
描
く
絵
画
は

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
い
う
分
野
で
国

内
の
様
々
な
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

し
、
今
や
海
外
で
の
展
覧
会
な
ど
に
も

出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
で
は
時

に
は
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
参
加
し
、

描
き
方
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
す
。
平
成
25

年
に
は
総
理
官
邸
に
も
招
待
さ
れ
、
安
倍

晋
三
首
相
と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
久
保
さ
ん
が
絵
を
描
き
だ
し
た
の

は
小
学
生
の
頃
。
幼
少
期
か
ら
情
緒
が

不
安
定
で
、
騒
が
し
い
場
所
で
は
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
小
学
校

で
も
ざ
わ
つ
く
教
室
の
中
に
い
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
な
ぜ
か
絵
を
描
く
と
落
ち
着
く
こ
と

が
で
き
、
ひ
た
す
ら
自
由
帳
や
チ
ラ
シ
の

裏
面
に
絵
を
描
い
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

高
機
能
自
閉
症
。
古
久
保
さ
ん
は
そ
う

診
断
さ
れ
、
小
学
校
卒
業
後
は
県
立
八
日

市
養
護
学
校
に
進
学
。
進
学
後
も
気
持
ち

を
整
理
す
る
た
め
に
ひ
た
す
ら
絵
を
描

く
毎
日
で
し
た
。

　

そ
ん
な
日
々
の
中
、
転
機
が
訪
れ
ま

す
。
高
等
部
に
進
級
し
た
15
歳
の
古
久

保
さ
ん
に
担
任
の
徳
田
佳
弘
先
生
と
美

術
科
の
馬
場
功
先
生
が
提
案
し
ま
し
た
。

「
大
き
な
用
紙
に
絵
を
描
き
、
コ
ン
ク
ー

ル
に
挑
戦
し
て
み
な
い
？
」

　

馬
場
先
生
は
当
時
を
振
り
返
り
、「
絵

を
一
目
見
て
こ
れ
は
面
白
い
と
感
じ
ま

し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
て
も
き
っ

と
入
選
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。」
と
話
し
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
に
仕
上
げ
ら
れ
た
縦

１
５
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
横
１
２
０
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
大
作
は
、
大
手
企

業
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
。
こ
れ
を
機
に
様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
で

受
賞
を
重
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社

会
福
祉
法
人
愛
成
会
（
東
京
都
）
や
社
会

福
祉
法
人
グ
ロ
ー
（
近
江
八
幡
市
）
な
ど
、

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
品
や
展
覧
会
へ
の
出

展
を
支
援
す
る
団
体
も
現
れ
て
、
古
久
保

さ
ん
の
絵
画
は
海
外
で
も
展
示
さ
れ
る
よ

う
に
。
今
で
は
、
ス
イ
ス
に
あ
る
世
界
で

唯
一
の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
専
門
の
美

術
館
に
も
絵
画
を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

両
親
は
、「
初
め
て
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
た
頃
に
比
べ
大
き
く
人
生
が
変
わ
り

ま
し
た
。
先
生
や
応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ

ん
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本

当
に
大
変
だ
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
あ
の
時
期
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
息
子
の
お
か
げ
で
私

た
ち
も
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。
本
当
に

息
子
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
今
ま
で

を
振
り
返
り
ま
す
。

　

22
歳
と
な
っ
た
現
在
、
古
久
保
さ
ん
は

自
ら
車
を
運
転
し
、
あ
い
と
う
和
楽
に
通

い
、
さ
を
り
を
織
る
仕
事
を
し
て
、
帰
宅

後
に
絵
を
描
く
と
い
う
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。「
小
さ
い
頃
は
よ
く
パ
ニ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
絵
を
通
し
て
自

信
が
つ
き
、
落
ち
着
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
人
前
で
も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
昔
は
人
が
大
勢
い
る
場
所
が
苦
手

で
、
よ
く
扉
な
ど
に
隠
れ
て
い
ま
し
た

け
ど
ね
。」
と
笑
顔
で
話
す
古
久
保
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
絵
画
の
よ
う
な
古
久
保
さ

ん
な
ら
で
は
の
彩
り
豊
か
な
人
生
を
描

き
続
け
ま
す
。
　

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、

互
い
の
存
在
を
認
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
長
所
を
伸
ば
し
て
い

け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　
障
害
も
個
性
と
し
て
認
め
、
尊
重
す
る
こ
と
が
、
障
害
の
あ
る
人

へ
の
理
解
を
深
め
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
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障
害
の
あ
る
人
の
就
労
の
意
欲
を
か

な
え
る
こ
と
も
自
立
や
安
定
し
た
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
に
重
要
で
す
。

　

本
市
で
は
、
東
近
江
圏
域
働
き
・
暮

ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー
や
特
別
支
援
学

校
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
東
近
江
、
企
業
な

ど
が
連
携
し
、
就
業
や
社
会
生
活
上
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
９
日
㈭
に
は
障
害
福
祉
に
携
わ

る
33
機
関
で
組
織
す
る
「
東
近
江
圏
域

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
い
ち
お
し
ネ
ッ

ト
）」が
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
の
き
っ

か
け
や
課
題
解
決
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
す
る
「
い
ち
お
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
、
今
年
は
19
社
の
企
業
と
各
支

援
機
関
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

　

障
害
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
の
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
平
成
28
年
度
市
民
意
識
調
査
で
の

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
度
は
、

22
．
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
ま
だ
ま

だ
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害

者
差
別
解
消
法
に
は
「
合
理
的
配
慮
の

提
供
」
と
い
う
取
組
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
助
け
や
配

慮
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
自
分
の
で
き
る

範
囲
で
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
は
声
だ
け
で

説
明
を
せ
ず
筆
談
し
た
り
、
視
覚
に
障

害
の
あ
る
人
に
書
類
を
渡
す
と
き
に
は

読
み
上
げ
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

互
い
に
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
個
性
を
認
め

合
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

障
害
福
祉
課

☎
０
７
４
８
‐
24
‐
５
６
４
０

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
４
０

０
７
４
８
‐
24
‐
５
６
９
３

　ご自宅のチャイムを押すと、チャイムに連動して揺
れる胸のペンダントが来訪者を知らせ、元気に玄関ま
で出迎えてくださったのは、目と耳が不自由な川瀬冨
美子さん（読合堂町）。家庭生活では、調味料に点字
シールを貼るといった工夫をしながら手の込んだ料
理も作られるなど、家事は全て自分で行われます。
　生まれてすぐに耳が聞こえなくなり、50歳頃から
徐々に目も見えなくなってきました。将来のことが
不安になったそうですが、前向きにパソコンや点字
の勉強を始められ、盲ろう者になって約20年が経ち
ました。今ではインターネットやメールのやり取りを
点字に変換できる機械を通して情報収集・情報交換
されています。手で触れて手話を読み取る触手話を
使ってご主人との会話も弾みます。
　外出時のみ通訳介助者やヘルパーの力を借り、
買物や県内の目と耳が不自由な人が集い活動する
NPO 法人しが盲ろう者友の会へと毎日のように出掛

けておられます。盲ろう者の集まる全国大会にも参
加されています。
　友の会では、指編みでクッションを作られるなど
活動的な川瀬さん。「これからも美味しい物を食べ
て、あちこち旅行がしたい。」と笑顔で話されます。
工夫をしながら楽しみを見い出す生き生きとした暮
らしぶりは、周囲にも元気を与えてくれます。

指編みでクッションを作る盲ろう者 川瀬冨美子さん。

　自分らしく、生きるということ。

出会いは、彩り。

　古久保さんが八日市養護学校の
高等部へ進学した時に、美術の担
当をしていました。初めて絵を見
た時に面白い絵だと感じました。
　1 年生の夏休み前に担任の徳田
先生からコンクールへの出品の相
談を受け、協力しました。出品し
た作品は最優秀賞に選ばれました。
　古久保さんには絵の才能もあり
ますが、支援をする人を自然と集め
る魅力があり、それが彼のもうひと
つの大きな力だと思います。
　八日市養護学校には古久保さん
のように絵やものづくりで才能を
発揮する生徒が多くいます。彼ら
には表現力があります。作品の長
所を生かし発表できる場があると
本人や家族の自信につながります。
その支援ができた時に私自身もや
りがいを感じます。

　私は、近江八幡市の美術館「ボー
ダレス・アートミュージアム NO-
MA」で展覧会の企画などを行って
います。
　平成24年に館の企画展「ひそむ
形 とけ出る色」への出展がきっか
けで出会いました。彼の絵の最た
る魅力は、そのダイナミックさで
す。見聞きした情報やその時々の
感情が純度 100％の状態で紙面に
溢れ出しているからでしょう。
　今まで様々な展覧会で古久保さ
んと関わり、絵を通して彼自身の変
化を目の当たりにしてきました。い
ろいろな場所に行き、いろいろな
人に出会うことで彼の世界観が広
がっているのではないでしょうか。
　これからも、自分のペースで生
み出す古久保さんの絵を見つめて
いきたいと思います。

　八日市養護学校の高等部卒業
後、平成25年からあいとう和楽に
通所され、当初から担当しています。
　あいとう和楽では、障害のある
人が、さをり織りや木工製作、喫
茶店などの班に分かれて働いてい
ます。古久保さんには、さをり織
り班で織りや手作りの袋を作って
もらっています。通所当初に比べ
集中して作業ができるようになり、
今は小銭ケースなどをほとんど一
人で仕上げることができます。休
み時間には絵を描いており、古久
保さんが絵を描くと自然と人の輪
ができます。
　 これからも自分
のペースをしっかり
持って、成長していっ
てほしいと思いま
す。

県立八日市養護学校
　馬場功さん

様々な出会いが古久保さんの長所を伸ばし、人生を彩ってきました。
22年間の出会いの一部を紹介します。

ＮＰＯ法人あいとう和楽
　西村まさこさん

社会福祉法人グロー
　横井悠さん

障
害
の
あ
る
人
の
働
き
た
い
！

を
サ
ポ
ー
ト

▲ 古 久 保 さ ん が
作った小銭ケース

▲企業や支援団体などの担当者が活発に意見
を交わします。

企
画
展
　

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

こ
と
ば
に
で
き
な
い
心
の
表
現 

古
久
保
憲
満
の
世
界

　

市
内
で
初
め
て
古
久
保
憲
満
さ

ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
企
画
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

県
立
八
日
市
養
護
学
校
高
等
部

在
学
中
の
作
品
か
ら
最
新
作
ま
で

の
１
０
０
点
以
上
が
展
示
さ
れ
、

中
に
は
長
さ
が
10
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
大
作
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
13
日
㈯
～
１
月
28
日
㈰　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
場

受
付
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館

八
日
市
文
化
芸
術
会
館

☎
０
７
４
８
‐
23
‐
６
８
６
２

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
６
８
６
２

０
７
４
８
‐
23
‐
６
８
６
３

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
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